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日本弁護士政治連盟理事長 本林 徹

皆様、新年明けましておめでとうございます。
今年も、弁政連は、法の担い手である弁護士と法の作り手である国会との架け橋として、日

弁連の政策を立法に反映させる幅広い活動をさらに推進していきたいと思います。
日弁連会長時代に、司法制度改革を進める中で、人権擁護と社会正義実現を使命とする日弁

連・弁護士が立法に影響力を持つことの重要性を実感しました。
弁政連理事長に就任してからも、この貴重な体験を肝に銘じながら、全国を回り、「宣言、

決議で終わりとせず、立法に結実させ実現することが大事だ」と檄を飛ばしてきました。
皆様のご理解と共鳴をいただけるようになり、弁政連は、次第に足腰の強い、存在感のある

組織になってきたと思います。
１つは、昨年発足した総務・財務・組織強化・企画・広報の各委員会や若手が活発に活動を

始めたことです。若手弁護士が中心となり衆参両院や各政党の重責を担う議員との懇談やロ
ビー活動の研究など斬新な企画を進めています。弁政連活動の中から、政治の道を目ざす若手
会員も出てきました。弁政連ニュースの若手座談会を読んでいただくと、その「はつらつ振り」
が分かります。「登録５年未満の会員は会費免除」という特典も設けました。
第２に、弁政連支部の拡充です。昨年新たに９支部（兵庫県・沖縄・栃木県・九州・大分県・

長野県・岡山・山梨・青森県）が設立され、いずれの設立記念パーティにも地元選出議員が多
数出席する盛況で、弁政連への期待の大きさを感じました。２００９年３月末までに山口県・茨城
県・新潟県・福島県・釧路の５支部も誕生します。既存の支部も元気で、愛知県支部では２００８
年１１月に創立１０周年記念パーティを開催し活動活発化に弾みをつけました。期待しています。
第３に、活動成果がはっきり出てきていることです。
弁政連「本部」を中心に、各政党の幹部議員と個別に朝食会などを通じて要請活動を展開し

てきた「国選弁護報酬増額」については、政府の「骨太方針」「基本方針」に盛り込むことに
成功し、国選弁護基準報酬を平均１万円程度の回復を実現できました。
弁政連の現在の課題ですが、２００９年度予算で、５月から始まる裁判員裁判の国選弁護人報酬

の予算確保に向け執行部とともに全力で取り組んでいます。
「取り調べ全面可視化」は、これまでの組織的要請の成果で議員間に理解が浸透しつつあり

ますが、弁政連本部・支部のさらなる共闘が必要です。
大分県支部などでは、精力的な意見交換により地元選出

国会議員の説得に成功しています。支部レベルでの国会議
員とのコミュニケーションが大切である証左です。地方自
治体や地方議会議員に働きかけて地域司法計画を支援して
いくことも弁政連支部の新しい課題といえます。例えば、
東京本部では都議会議員等に要請を続け、新宿地区に簡裁
の出張調停（一種の巡回法廷）を実現しました。
法律扶助の拡充や民事訴訟制度改革（提訴手数料の低定

額化・集団代表訴訟制度・徹底した証拠開示制度など、市
民が権利救済を受けやすくなる制度改革）なども取り組む
べき重要課題でしょう。
今年も、ぜひ弁政連の活動を支えてくださることを期待

してやみません。
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明けましておめでとうございます。

昨年は、アメリカのサブプライムローン破綻にはじまる経済危機が全世界を飲み込み、日本

においても非正規雇用者を中心とするワーキングプアなど、格差社会の拡大が深刻です。

日弁連執行部は、昨年も弁政連主催の各政党朝食会に出席し、前半は法曹人口のペースダウ

ンを中心に、後半は社会的弱者のためのセーフティーネットである民事法律扶助改革を中心に

理解を求めてきました。朝食会には、各政党とも幹部クラスに出席いただいており、近年出席

者数も増えています。日弁連の考え方や現状を伝え率直な意見交換ができる、実に貴重な機会

だと考えています。

法曹人口のペースダウンについても、朝食会における議論がその後の展開に大きな役割を果

たしたのではないかと、弁政連の皆様に感謝申し上げたいと思います。

また、扶助改革については償還制に代えて給付制を導入する必要性や、日弁連が日本司法支

援センターに委託している人権関連援助事業の本来事業化など抜本的な改善の必要性を訴えて

きました。厳しい国家財政下でもあり、なかなか実現が困難な課題ではありますが、これから

もねばり強く働きかけたいと考えています。

一年を通じてのもう一つのテーマは、裁判員裁判の諸課題と国選弁護報酬の改定問題でし

た。国選報酬については、裁判員制度、犯罪被害者参加弁護士制度など、新しい制度が始まり

ますが、いずれも今までの国選弁護よりもはるかに大きい負担を伴うものですから、新しい報

酬基準の創設が不可欠でした。特に次年度予算が大事であり、弁政連の皆様と共に日弁連執行

部が一丸となって、国会議員の先生方や法務省に働きかけ、取り組んでいます。議員会館に一

緒に訪問しご理解を求める活動も回数が増えてきました。

しかしながら、裁判員裁判の国選報酬については、未だに具体的な金額が確定せず越年とい

う異例の事態となりました。新年早々からまた弁政連のご協力をいただくことになろうと考え

ています。

消費者庁問題も、年初から始まる通常国会で是非とも一定の立法につなげたいものです。法

科大学院の統廃合や定員削減も今年度の改革課題ですが、規制改革会議からは予備試験合格者

を大幅に認める提言がなされており、そのまま実施されれ

ば、法科大学院を中核とする法曹養成制度自体が崩壊しか

ねない恐れもあります。そのほか、取調べの全面可視化や

国際人権課題など、立法課題は山積しております。今後と

もますます重要となる国会対策に弁政連と共に取り組み、

着実に課題が実現できるよう努力することを申し上げ、年

頭のご挨拶とさせていただきます。
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愛愛知知県県支支部部設設立立１１００周周年年記記念念総総会会開開催催
１１月２２日（土）支部設立１０周年記念総会を開催した。本
部から本林理事長、伊藤幹事長、昼間企画委員会副委員長
にご参加いただいた。当日は、連休の初日であり、また、
衆議院の解散総選挙が実施される可能性もあったため、参
加者の人数が心配されたが、神田愛知県知事（２８期）はじ
め数多くの国会議員（本人出席９名代理出席８名）の参加
を得ることができ、おかげさまで盛会となった。
総会では、地元選出の弁護士（３６期）の荒木清寛参議院

議員（平成６年初当選３期目・外務副大臣、法務委員長等
歴任）に「弁政連に期待するもの」の演題でご講演いただいた。荒木議員からは、弁護士並び
に国会議員の立場から司法改革関連法案の話題を中心にいろいろなエピソードを交えてお話を
いただいたが、「権力に阿ることなく意見を述べることができる弁護士は、基本的人権が擁護
される社会の実現のためにもっと政治に関心を持ち、積極的に参加すべきである。」との言葉
は、弁護士・弁政連に対する期待の大きさを表すと伴に、今後の支部活動にとって大いに刺激
となった。

（愛知県支部 事務局長 石原 真二）

簡簡裁裁新新宿宿出出張張調調停停実実現現
自民・公明都議団との報告懇談会の開催！

民主党都議団との懇談会も計画

本年１月から法テラス新宿で簡裁民事調停が行われる
ことになった。東京簡裁の民事調停部門が錦糸町（東京
都の東地区）の墨田庁舎に移転するのに伴う東京西地区
住民の利便性の低下を補うため、弁政連東京が東京三弁
護士会と連携して取り組んだ運動に一区切りが付いたこ
とになる。
弁政連東京では、ここに至るまでの報告を兼ねた懇談

会を都議会自民党及び同公明党との間で相次いで開催し
た。自民党都議団からは高島なおき幹事長以下１０名

（２００８年１１月２５日）、公明党都議団からは木内良明議員団長、石井義修都議会副議長以下１６名の
ご出席を頂き（同年１２月１１日）、いずれの懇談会も、ここに至るまでの苦労話に花が咲き、楽
しく和やかな雰囲気のうちに予定の時間もあっと言う間に過ぎて中締めとなった。
振り返れば、東京都選出の国会議員、各党の都議会議員との意見交換、新宿区議会による最

高裁への意見書の提出、中野、世田谷、練馬の各区議会、そして都議会での意見書の採択と地
域住民の意思を踏まえた裁判所との協議が漸く実を結んだのが、今回の新宿出張調停である。
法的には、民事調停規則第９条（調停委員会は、事件の実情によって、裁判所外の適当な場所
で調停をすることができる。）に基づく現地調停という枠組みではあるが、市民に身近で気軽
に利用できる裁判所という簡裁の理念に沿った画期的な
試みの第一歩として、今後の広がりが大いに期待される
ところである。
弁政連東京では、今後、民主党都議団との懇談会も計

画している。地域住民を代表する議員との連携をこれま
で以上に進め、市民のための司法改革の実現に、少しで
も寄与する活動を展開したい。

（弁政連東京幹事長 鈴木 善和）
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出席者 伊藤 茂昭 弁政連幹事長

清水 規廣 神奈川支部長

岩崎 哲朗 大分県支部長

古井 明男 山梨支部長

鈴木 善和 東京本部（弁政連東京）幹事長

西村 啓聡 企画委員会副委員長

道 あゆみ 広報委員会副委員長（司会）

道 ：本日は、全国各地の弁政連の支部活動について、お話を聞かせて頂きたいと思っており

ます。まず伊藤幹事長から、弁政連の支部の概要をお話し頂きたいと思います。

伊藤：平成１９年度の６月から幹事長を勤めさせて頂いております。本林理事長が就任されまし

てから、とにかく若手の活性化と支部の確立を組織強化の二大柱ということでやってまい

りました。現執行部が引き継いだ時には、支部の数は１４でしたが、以後栃木県、九州７県、

それから岡山県、大分県、青森県、長野県、山梨県と、１２の弁護士会をカバーする７つの

弁政連支部が設立されました。２００９年の１月から３月までに、山口、茨城、新潟、福島、

釧路に支部ができます。そうすると支部のない弁護士会は、１６になります。

このように、近年全国で支部が次々と誕生しておりますが、今後設立予定のところから

も支部としてどのような活動をしたらよいのかという質問も寄せられています。今日は先

進支部の支部長、幹事長の方々を中心にその活動経験を語って頂いて、この勢いを全国に

広げて行きたいと思っております。

道 ：ありがとうございます。それではまず支部長の方に、自己紹介と共に、支部の設立経緯

などのお話を聞かせて頂きたいと思います。まず本日参加の支部では最も早く設立された

神奈川支部の清水支部長からお話を頂ければと思います。

清水：私は平成２０年４月から支部長をやらせて頂くようになりました。当支部ができた平成１６

年はちょうど司法改革の真っただ中で、重要テーマの一つが弁護士費用の敗訴者負担の法

案の問題でした。私は当時関東弁護士会連合会から選出の日弁連の副会長でしたが、その

日弁連副会長をバックアップしようということで、支部が設立されました。現在、会員が

１５０名、横浜弁護士会の会員数の約１５％が加入して頂

いているということになっております。

道 ：神奈川支部の一番の特徴は何でしょうか。

清水：第一に、当支部は財政的には余裕があるということ

です。また、当支部を実質的に動かしている人達は、

４０期代の後半から５０期代の若い方々です。さらに、当

支部にはいろんな部会がありまして、若い方々にはそ

の部会に入って頂いて、支部の活動をリードして頂い

ております。部会は企画部会、会員増強部会、県下自

治体対策部会、調査広報部会、会計部会と５つに分か

れています。また、弁護士会に理解があると思われる

県下選出の政治家の方々、元政治家の方々、全部で３０

名おられますけれども、その方々に一人ずつ担当会員

を一人ずつ作りまして交流を重ねるという体制を整え

支支部部活活動動のの 現状と展望

清水 規廣
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ています。月に１回会合がありますけれども、若い人

ばかりですので、非常に楽しくやっております。

道 ：では、次に、山梨の支部長の先生からお願いします。

古井：山梨の場合は、本格的な活動がまだ始まってはいな

いのですが、横浜のような活発な活動が出来る素地と

いうのがあります。山梨県選出の７名の現職の衆議院

の国会議員の先生のうち、弁政連のパーティーに５名

も参加して頂いています。また、今会員が４０名弱おり

まして、約５０％近い会員がメンバーになって貰ってい

ます。やはり地元にいると市町村の首長さんだとか議

員さんだとか、国会議員との関係もおのずから、関係

が濃くなっているからです。

道 ：ありがとうございます。次に、九州には支部がある

のに、その中にさらに大分に支部を作ったという、大

変画期的な大分支部の岩崎先生の方からお話を頂きたいと思います。

岩崎：大分の支部長の岩崎です。大分では、大分県選出の国会議員とのパイプということであ

れば、やはり大分県支部を立ち上げるべきではないかという意見になりまして、九州支部

立ち上げ後、大分県支部を立ち上げたということです。立ち上げる時に、自民党の関係、

民主党の関係、社民党の関係、共産党の関係において一番パイプの太い弁護士に呼び掛け

人になって頂きました。現在は、５５名弁政連の会員の方がいます。新入会員は会費がいら

ない制度になりましたので、更にもう少し組織率を上げようと思います。

道 ：ありがとうございます。会費がいらない制度というのは、今年から弁護士登録５年未満

の会員は会費免除という制度ですね。では続いて、全国最大支部の東京本部の鈴木幹事長、

お願い致します。

鈴木：東京本部幹事長の鈴木善和でございます。東京本部は、性質は、弁政連の一支部ですが、

名称は東京「本部」と定められております。東京本部の会員数は勿論全国最大ではありま

すが、東京三会の会員がテリトリーですので、組織率が芳しくなくて、弁政連全体の組織

率を下げるというご迷惑をおかけしております。原因

は、弁政連本部と東京本部（弁政連東京）とが人の面

でも活動の面でも重なってしまうということから、弁

政連東京独自の活動を組みにくいという点にありま

す。そこで、後にも触れたいと思いますが、簡裁問題

で、地元の都議・区議の皆さんとの間での連携により

一つの成果を得たということがありまして、これが今

後の活動の方向性を示すのではないかとも思っており

ます。それと、今度、登録５年未満の会員に弁政連の

会費が免除されることになったので、若手を積極的に

勧誘しこれによって、人数的にはかなり挽回できるの

ではないかと思っています。

道 ：各支部の大体の状況を伺いましたので、次にそれぞ

れの活動状況について、「うちの支部ではこんな活動

支部活動の 現現状状とと展展望望

古井 明男

鈴木 善和
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をしている」というお話を伺いたいと思います。

清水：神奈川支部の調査広報部会では、年１回ぐらいの割

合で、「明日へ」というニュースを出しています。ま

た、議員の方々への訪問・陳情の他に、いろんなイベ

ントをやってきました。一つは、衆参の国会の見学で

す。それは、神奈川選出の国会議員の方に紹介議員に

なって頂いて、国会の見学をする。ただ見学に行くだ

けではなくて、参議院の副議長公邸を訪問し食事をし

ながらの懇談会などもおこないました。また、台北の

法曹三者、台湾の立法院を見学しようということで

行ってきました。次はイタリアへ行くという計画もあ

ります。また県内の関連士業政治連盟との交流も積極

的に進めています。

伊藤：本部の方も、神奈川支部の活動を見習って、企画委

員会を立ち上げ若手を中心とした活動を始めています。東京の若手が中心ですが、形とし

ては全国企画です。また関連士業の本会、政治連盟の双方のトップすべてが参加する八士

の会という交流会をやっております。

道 ：ではその企画委員会でどんなことをやってきたかということを、企画委員会の副委員長

の西村さんに、自己紹介と共に、お話し頂きたいと思います。

西村：企画委員会は、昨年来、各党の国会議員等との意見交換会等を行って参りました。すで

にニュースで報告した通り、首相官邸、参議院議長、民主党国対委員長、外務大臣、環境

大臣、自民党政調会長を訪問し、連合と学習会をしました。また、そのようななかで企画

委員会のメンバーから政治家になるという人も出てきました。次期衆院選で神奈川１１区か

ら出馬予定の横粂君がそうです。

伊藤：実は西村さんもまだ選挙区は決まっておりませんが、近い将来出馬の意欲があります。

よろしくお願いします。

道 ：ありがとうございます。さて、話を支部のほうに戻して、次に、大分の具体的な活動を

紹介頂ければと思います。

岩崎：平成２０年８月１０日に、自民党の国会議員との意見交換会をやりました。大分県には、自

民党の国会議員が衆参４名いるのですが、全員ご出席頂きました。テーマは、国選報酬の

増額の問題、可視化の問題・法曹人口の問題を取り上げました。かなり理解を得ることが

できました。

清水：神奈川では、先月に公職選挙法についての勉強会を

やりました。第一回なのですが、現職の国会議員２名

の他秘書等の多数の政治関係者が出席してくださりま

した。公職選挙法違反の弁護事件を主に手がけている

会員から、いろいろ話をして貰いました。

伊藤：各県には、選挙関係の弁護人をやっている方が必ず

いらっしゃるわけです。その全国的な繋がりを広げて

いくという事も、今日のお話をきっかけに、考えたら

どうかと思います。そもそも公職選挙法は、弁護士の

感覚からすると、憲法の趣旨に照らして、ちょっと行

き過ぎた規制であるという気がします。議員の方が、

公職選挙法や政治資金規正法がおかしいとは、やっぱ

り言えないでしょう。それは、我々から言ってあげな

岩崎 哲朗

伊藤 茂昭
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いと。東京本部も、議員の数も選挙区も一番多いです

から、一度そういう企画はいかがですか。

鈴木：そうですね。いいお話を伺ったという感じがしま

す。

道 ：先程のお話ですと、東京本部は独自の活動がむずか

しいということですが、その中で特にございますで

しょうか。

鈴木：今年実を結んだ、弁政連がサポートした活動とし

て、新宿の出張調停のことがあります。詳しくは、別

に書かせて貰っておりますが、新宿に、簡裁の調停セ

ンターを作ろうという運動をしていって、出張調停と

いう形で実を結びました。都議会、都内西部の区議

会、都選出国会議員の強力なサポートがあって最高裁

も動いたということを実感しました。

道 ：では、最後に未来の話をして頂ければと思います。今後、各支部がどういう方面に力を

入れて、どうやってそれぞれの特色をだして活動をしていくかということを、お話頂けれ

ばと思います。山梨の古井先生、お願いします。

古井：より良い法律を作る為に、もっと貢献したいと思っています。日々救われない人達の相

談に乗っている我々が、どこに問題があるかということを一番分かっているのではないで

しょうか。そういう声をもっと正確に立法や行政に伝えるべきだと思います。今後の抱負

としては、そのような問題意識を、支部の中でもっと広げるということです。

道 ：ありがとうございます。では、神奈川支部の清水先生、今後の抱負をお願い致します。

清水：やはり一番の課題は、会員の数を増やすことだろうと思います。行政書士会を見回して

も、行政書士政治連盟の会員数がものすごく多いですし、それだけで、議員の方が耳を傾

けますからね。この点、５年未満の方の年会費をただにして頂くというのは、非常に勧誘

しやすくなりました。

道 ：ありがとうございます。では、非常に活発な大分の活動なのですが、どの辺を強調され

ていきますか。

岩崎：大分では、今後の予定として民主党の国会議員の方々と懇談をやろうと思っています。

また、会員を増やす一番の近道は、弁政連の活動として何をするかというテーマが大切で

あると考えています。きちんとした活動のテーマがあれば、かなりの弁護士に入って頂け

るのではないか、又加入しやすいのではないかと思い

ます。

道 ：次に、東京本部の未来を語って下さい。

鈴木：簡裁問題でも触れましたとおり、地域との交流、あ

るいは地域選出の政治家との交流です。司法改革は実

行の時代でありそれは地域・現場の時代でもあると日

弁連でも決議しておりますが、正に、今それが必要な

のです。地域との交流となると、国会議員だけではな

くて、国会議員を支える都議、区議あるいは市議も含

めたところの交流ということをやっていくことが、

やっぱり重要となってきまして、ここに東京本部の活

動の未来もあるのではと思っています。

道 ：ありがとうございます。それでは、最後に幹事長の

伊藤先生お願いします。

西村 啓聡

道 あゆみ
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伊藤：今年は、各会で、新６１期向けに弁政連の説明をさせてもらっているのですが、みんなシ

ラーとして（笑）、「弁政連って何？」という雰囲気があります。そこは、弁護士会の協力

で乗り越えないと、前へ進めないと思います。弁護士会が、弁政連を理解してくれて、弁

政連が動いてくれてないと困る、という雰囲気をつくってもらえるかということです。

清水：僕は、弁政連の本部に２つお願いしたいことがあるのです。１つは、弁政連の必要性と

弁護士会との関連に関する哲学をきちんと作り直してもらいたいということです。そし

て、もう一つは、自分達（弁護士）の権益のことをもっと言ってもいいのではないか、と

いうことです。弁護士の権益をなぜ言ってはいけないのか、そこを議論して、本部で研究

して頂けないかと思っています。

道 ：将来的には、各支部から政治家を出していこうということもあります。各県１人以上の

弁護士出身の政治家を出していこう、ということです。この点、西村先生いかがですか。

西村：弁政連は、法のつくり手である立法府と法の担い手である弁護士の架け橋として、今後、

歴史的に重要な役割を担っていくのではないかと思っています。私が、弁政連の活動を経

て国会議員に立候補しようと思ったのは、弁護士会と国政の架け橋になりたいという気持

ちが強くなったことにあります。弁護士会は、現在、日本最大のシンクタンクの一つだと

思います。諸先輩方のお知恵を拝借してそれを時の政策にスムーズに展開できれば、今ま

での役人に依存した政治ではなし得なかった政治が実現できると確信しております。

道 ：まさにシンクタンクの中心におられる諸先輩方の前で、西村さんの所信表明を聞いたと

いうことでしょうか。このあたりで、この座談会はお開きということにしたいと思います。

皆さん、今日は、長時間ありがとうございました。

１
仙台支部
平成９年７月２日設立

支部長 犬飼 健郎
幹事長 真田 昌行

１２
札幌支部
平成１８年８月３０日設立

支部長 岩本 勝彦
副支部長 藤本 明

２
群馬支部
平成９年１０月６日設立

支部長 高橋 伸二
幹事長 小磯 正康

１３
兵庫県支部
平成１９年５月２３日設立

支部長 安藤猪平次
事務局長 春名 一典

３
埼玉支部
平成９年１２月２２日設立

支部長 権田陸奥雄
幹事長 柳 重雄

１４
沖縄支部
平成１９年５月２４日設立

支部長 中野 清光

４
愛知県支部
平成１０年４月１日設立

支部長 那須 國宏
事務局長 石原 真二

１５
栃木県支部
平成１９年７月７日設立

支部長 小沼洸一郎
事務局長 木村 謙

５
大阪支部
平成１５年７月２６日設立

支部長 高階 貞男
幹事長 福原 哲晃

１６
九州支部
平成２０年１月１９日設立

支部長 松� �（福岡県）
事務局長 上田 英友（福岡県）

６
東京本部
平成１６年１月１５日設立

支部長 吉岡 桂輔（東京）
幹事長 鈴木 善和（東京）

１７
大分県支部
平成２０年２月２３日設立

支部長 岩崎 哲朗
事務局長 井田 雅貴

７
京都支部
平成１６年３月２４日設立

支部長 谷口 忠武
事務局長 吉川 哲朗

１８
長野県支部
平成２０年３月２８日設立

支部長 久保田嘉信
幹事長 土屋 準

８
神奈川支部
平成１６年１１月２５日設立

支部長 清水 規�
幹事長 本間 豊

１９
岡山支部
平成２０年７月２２日設立

支部長 平松 掟

９
四国支部
平成１６年１２月１０日設立

支部長 佐長 彰一（香川県）
事務局長 川� �夫（香川県）２０

山梨支部
平成２０年８月１日設立

支部長 古井 明男
事務局長 田邊 護

１０
静岡県支部
平成１７年１月２９日設立

支部長 勝山國太郎
幹事長 渡邊 高秀

２１
青森県支部
平成２０年８月２２日設立

支部長 中林 裕雄
事務局長 石田 恒久

１１
広島支部
平成１８年１月２８日設立

支部長 古田 隆規
幹事長 中根 弘幸

●日本弁護士政治連盟支部一覧●
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弁弁連連大大会会ででのの懇懇談談会会かからら
１１月２８日�、第２５回近弁連人権大会（於大津市）の開催会場である琵琶湖ホテルにて、弁政
連本部主催による近弁連支部役員等との昼食会が開かれた。

本林徹理事長から本部の活動について報告がなされた後懇談に入り、まず大阪（高階貞男支

部長）から、「会員数３５０名を目指し増強に取り組みたい。」との決意表明がなされ、次いで京

都（谷口忠武支部長）からは、「弁護士会の政策を政治に繋ぐのが支部の役割であり、今後も

これに徹したい。」との発言があった。また兵庫県（安藤猪平次支部長）からは、「弁政連に対

する議員の関心は高く、県議会で『取調可視化』の決議をしたいとの申し出を受けている。」

との具体的な報告がなされ、支部未設置である滋賀県（木村靖理事代理）、和歌山県（有田佳

秀理事）からは、現在支部設置に向けて準備中であるとの報告がなされた。最後に奈良（北岡

秀晃理事）からも、乗り遅れないよう早急に支部設立を検討したいとの頼もしい発言があり、

今後も近畿地区として本部を支え、弁政連の活動を強力に推進していくことが確認された。

（大阪支部幹事長 福原 哲晃）

企企画画委委員員会会のの活活動動報報告告
企画委員会では、尾崎純理委員長、伊藤茂昭弁政連幹事長、松田純一委員長代行の

温かいリーダーシップの下で、４０期代以降のメンバーがのびのびと活動しています。

企画委員会が平成１９年１２月以降に主催した行事は次のとおりです。

�平成１９年１２月、森まさ子参議院議員（自民党）との意見交換会、�１２月、山口那津男参議院
議員・富田茂之衆議院議員・大口善�衆議院議員（いずれも公明党）との意見交換会、�１２月、
園田康博衆議院議員・北神圭朗衆議院議員・階猛衆議院議員（いずれも民主党）との意見交換

会、�平成２０年４月、谷垣禎一自民党政調会長との朝食会、
�４月、江田五月参議院議長との意見交換会、�５月、漆原良夫衆議院議員（公明党国会対策
委員長）との朝食会・衆議院見学、	７月、新里宏二会員（仙台）との勉強会（テ－マ「貸金
業法改正と国会対策」）、
７月、高村正彦外務大臣との懇談会・外務省訪問、
�８月、簗瀬進参議院議員（民主党参議院国会対策委員長）との懇談会・参議院見学、
�８月、早川忠孝衆議院議員（自民党）との懇談会・総理大臣官邸訪問

（企画委員会事務局長 廣瀬健一郎）

規規約約改改正正のの準準備備 組組織織のの強強化化にに向向けけてて

司法改革も正に正念場に入っていますが、全国津々浦々で法の支配が実践されるためにも、

そしてまた、法制度を常に検討しさまざまな立法課題に対し適切な提言と行動をしていくため

にも、日弁連、弁連、単位会の活動とともに、弁政連の活動が充実していかなければなりません。

弁政連への加入者も増え、各地での支部結成も進んでいます。

若手会員にも入会していただきやすいよう、登録５年目までの会員には会費を無料にするこ

とも決定され、総会も、隔年であったところを毎年開催するようにする方針が示されています。

それにともなう規約の改正に際し、規約全体を見直す予定ですが、弁政連の活動の活性化に

向けて、組織のあり方や、運営のあり方、そして規約のあり方について、会員の皆様から積極

的なご意見をいただければ幸いです。

（総務委員長 山岸 憲司）

９
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入入会会募募集集ののちちららししをを作作成成ししままししたた！！

弁弁政政連連活活動動日日誌誌（（１１４４））自自 平平成成２２００年年９９月月１１日日
至至 平平成成２２１１年年１１月月３３１１日日

９月９日 広報委員会
９日 東弁新規登録弁護士研修会で伊藤幹事長、弁政

連を紹介
９日 弁政連ニュ－ス第１４号刊行
１０日 一弁新規登録弁護士研修会で伊藤幹事長、弁政

連を紹介
１７日 二弁新規登録弁護士研修で伊藤幹事長、弁政連

を紹介
１８日 拡大総務委員会
２４日 企画委員会
２４日 在京正副理事長会議
２６日 伊藤幹事長、日本税理士政治連盟第４２回定期大

会懇親会に出席
２６日 本林理事長・伊藤幹事長・的場企画（委）副委員

長、関弁連大会に出席
関弁連大会昼食時に、弁政連役員昼食会開催

３０日 広報委員会
１０月１日 拡大総務委員会
１０日 本林理事長・伊藤幹事長、中国弁連大会に出席

中国弁連大会昼食時に、弁政連役員昼食会開催
１７日 本林理事長・伊藤幹事長・小川企画（委）副委員

長、中部弁連大会に出席
１７日 中部弁連大会昼食時に、弁政連役員昼食会開催
２１日 在京正副理事長会議
２４日 本林理事長・伊藤幹事長・西村企画（委）副委員

長、九弁連大会に出席
九弁連大会昼食時に、弁政連役員昼食会開催

２９日 企画委員会
１１月７日 広報委員会
１４日 本林理事長・吉峯組織強化（委）委員長代行、四

国弁連大会に出席

四国弁連大会昼食時に、弁政連役員昼食会開催
１８日 公明党との朝食会
１８日 在京正副理事長会議
２２日 本林理事長・伊藤幹事長・昼間企画（委）副委員

長、愛知県支部設立１０周年記念総会に出席
２５日 広報委員会
２５日 入会勧誘チラシ作成
２６日 企画委員会
２８日 本林理事長・伊藤幹事長・的場企画（委）副委員

長、近弁連人権大会に出席
近弁連人権大会昼食時に、役員昼食会開催

１２月３日 弁政連ニュ－ス打合せ
９日 弁政連ニュ－ス座談会
１２日 自民党との朝食会
１５日 総務委員会
１７日 在京正副理事長会議
１７日 企画委員会主催、環境省訪問
１９日 民主党との朝食会
１９日 企画委員会主催、連合との勉強会
２５日 東弁新規登録弁護士研修で伊藤幹事長、弁政連

を紹介
平成２１年
１月１５日 全国支部懇談会
１５日 新年祝賀会
１９日 企画委員会主催、経団連との勉強会
２１日 企画委員会
２３日 山口県支部設立総会に伊藤幹事長・松田企画

（委）委員長代行出席
２７日 二弁新規登録弁護士研修で伊藤幹事長、弁政連

を紹介

「各地に支部が出来て、活動も活発になってきました。新宿簡裁問題など、座談会を
含めて特集号の感があります。」 （よしおか）
「今回は躍進する支部設立がテーマです。今後もこの勢いを！」 （いとう）

「今回も座談会、楽しませて頂きました。また、大変勉強になりました。」 （みち）
「今年も、明るく楽しく、充実したニュースづくりに励みたいです！」 （さいじょう）

編 集 後 記

１０
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